
広報あやべ

災害から命を守る
熱中症対策を！
あやべ水無月まつり
国保料率が決定
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＜今月の表紙＞
　６月２日、睦寄町の二王公園を発着点に「第30回記
念　2024あやべ二王門登山レース」が開催されました。
当日は、市内外から418人が参加。多くの声援を受け
ながら、初夏の上林を力走しました。
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市は５月27日、防災関係機関と「防災パトロール」を
実施。昨年８月の台風７号で土砂崩れが発生した篠田
町など市内３カ所を見て回り、災害の恐れがある地域
の現状を共有しました
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身
近
な
危
険
箇
所
を
把
握

　
避
難
情
報
は
、
災
害
の
危
険
度
を
示

す
５
段
階
の
警
戒
レ
ベ
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
を
超
え
る
と

市
が
発
令
。
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
は
高
齢

者
等
が
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
で
は
全
員
が

安
全
な
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
警

戒
レ
ベ
ル
５
は
、
災
害
が
す
で
に
発
生

し
て
い
る
か
切
迫
し
た
段
階
。
周
囲
の

状
況
を
確
認
し
、
自
宅
の
２
階
以
上
や

斜
面
か
ら
離
れ
た
場
所
に
移
動
す
る
な

ど
、
直
ち
に
命
を
守
る
行
動
を
取
っ
て

市自主防災組織等ネットワーク会議の研修会が５
月15日、里町の中央公民館で開催。福知山公立大
学の大門大朗准教授による講演では、災害時に地
域独自の基準で避難し、住民全員の命が守られた
事例などが紹介されました

避
難
は
安
全
な
う
ち
に

ひろあき

６～10月は大雨や台風で河川が増水しやすい出水期
です。昨年８月の台風７号災害では、市内で土砂崩れや
浸水などが相次いで発生。災害は時と場所を選びません。
日ごろから防災意識を高め、いざというとき、適切な行
動が取れるように備えましょう。
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く
だ
さ
い
。

　
集
中
豪
雨
で
状
況
が
急
変
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
避
難
情
報
が
出
て
い
な

く
て
も
、
身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
「
ま

だ
大
丈
夫
」
な
ど
と
思
わ
ず
、
自
ら
早
め

に
避
難
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
は
、
正

確
な
情
報
を
迅
速
に
入
手
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
市
は
４
月
か
ら
、
災
害
時

の
情
報
収
集
に
役
立
つ
地
域
情
報
ア
プ

リ
を
配
信
＝
左
参
照
。
市
が
お
知
ら

せ
す
る
避
難
情
報
等
を
プ
ッ
シ
ュ
通

知
で
受
信
で
き
る
ほ
か
▽
避
難
所
の
位

置
や
開
設
状
況
▽
気
象
警
報
▽
河
川
の

水
位―

な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
こ
の
ほ
か
▽
防
災
行
政
無
線
▽

Ｆ
Ｍ
い
か
る
（
防
災
ラ
ジ
オ
）▽
あ
や

べ
ー
る
▽
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア

メ
ー
ル
）▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
▽
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
ア
プ
リ―

な
ど
で
も
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
情
報

収
集
手
段
を
複
数
確
保
し
、
い
ざ
と
い

う
と
き
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

気象警報発表時等
は、アプリの画面が
緊急モードに切り替
わります

マップ機能では、避難所の位置や土砂災害（特別）
警戒区域などが地図上に表示されます

情
報
収
集
手
段
は
複
数
確
保

避難情報発令時に開設する避難所一覧

ご活用ください
地域情報アプリ

用意しておくと良いもの

　自宅が危険な場合は、避難先で
生活を送ることになります。避難
先で必要な物をリュックサックに
詰めておき、いざというときさっ
と持ち出せるように備えましょう。

　下表以外にも、自治会が開設する自主避難所があります。
場所や開設のタイミングは自治会に確認してください。

食料品　飲料水、乾パン、クラッ
カー、レトルト食品、缶詰、ミルク（哺
乳瓶）、離乳食など
医薬品　救急医薬品、常備薬、マ

スク、アルコール消毒液、紙おむつ、
生理用品など
貴重品　現金、預金通帳、印鑑、

健康保険証、身分証明書など
衣類　下着、タオル、寝袋、雨具、

軍手、靴など
日用品　懐中電灯、ラジオ、電池、

充電器、ティッシュ、ウェットティ
ッシュ、歯ブラシなど

　「綾部市地域情報アプリライフビ
ジョン」は、防災情報に加え、市
や自治会等からのお知らせをひと
まとめに受信・閲覧できるスマー
ト フォン用のアプリです。ごみの
収集日や分別が分かるサイト「５
３７４．ＪＰ」にアクセスできるな
ど、暮らしに役立つ機能も備えて
います。登録方法など、
詳しくは市ホームページ
＝ＱＲコード＝か本紙３
月号をご覧ください。

ご

み な し

綾部小学校

綾部中学校

市民センター
（あやべ・日東精工アリーナ）

宮代コミュニティセンター

綾部会館

中筋公民館（ふれあいセンター）

中筋小学校

豊里中学校

豊里公民館
（豊里コミュニティセンター）

物部小学校

何北中学校

物部公民館（営農指導センター）

物部会館

志賀小学校

志賀郷公民館

吉美小学校

施 設 名 電話

42-0290

42-0292

42-1320

42-9845

42-8565

42-9399

42-0294

47-0020

47-0150

49-0025

49-0002

49-0001

49-0094

49-0207

49-0201

42-0295

吉美公民館（農業振興センター）

西八田小学校

西八田公民館（農村婦人の家）

東八田小学校

八田中学校

東八田公民館

東綾小・中学校

山家公民館
（基幹集落センター）

口上林公民館
（健康ファミリーセンター）

上林小・中学校

中上林公民館（観光センター）

奥上林公民館
（林業者等健康管理センター）

保健福祉センター※

施 設 名 電話

42-6772

44-0145

44-1124

44-0004

44-0024

44-1188

46-0033

46-0345

45-1821

54-0001

54-0002

55-0001

42-0111

※保健福祉センターは、一般の避難所での生
　活が困難な人のための福祉避難所として開
　設します。

用意していますか？
非常用持ち出し袋
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過
信
は
禁
物
! !
熱
中
症
対
策
を
！

暑
い
夏
の
到
来
と
と
も
に
、
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
熱
中
症
は
命
に
関
わ
る
重
大
な
症
状
。
事
前
に
予
防
方

法
を
知
り
、
自
身
や
周
り
の
人
の
命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

京都府内において、全ての暑さ指数情報
提供地点における翌日の日最高暑さ指数
（WBGT）が35に達すると予測される場合

京都府内のいずれかの暑さ指数情報提供
地点における、日最高暑さ指数（WBGT）
が33に達すると予測される場合

気温が著しく高くなることにより、熱中
症による健康被害が生じる恐れがある場
合
（熱中症の危険性がある状態）

こ
ま
め
な
水
分
補
給
が
大
切

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
で

体
温
調
節
機
能
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

体
内
に
熱
が
こ
も
っ
た
状
態
に
な
る
こ

と
。
体
温
上
昇
、
め
ま
い
、
け
い
れ
ん
、

頭
痛
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
現
れ

ま
す
。

　
熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は
、
こ
ま
め

な
水
分
補
給
が
大
切
で
す
。
大
量
に
汗

を
か
い
た
と
き
は
、
適
度
な
塩
分
補
給

も
必
要
。
ま
た
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン

を
使
っ
て
室
温
を
快
適
に
保
つ
こ
と
も

重
要
で
す
。
外
出
時
に
は
日
傘
や
帽
子

を
着
用
し
、
日
陰
を
歩
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
保
冷
剤
や
氷
、
冷

た
い
タ
オ
ル
な
ど
を
使
っ
て
体
を
冷
や

す
こ
と
で
、
熱
中
症
の
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

特
別
警
戒
情
報
は〝
命
の
危
険
〞

　
熱
中
症
の
危
険
性
が
高
い
環
境
に
な

る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
、
前
日
午
後
５

時
と
当
日
午
前
５
時
に
環
境
省
か
ら

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
が
発
表
さ

熱中症特別警戒アラート・
　　　　　熱中症警戒アラート

位置付け

一般名称

発表基準

発表時間 前日の午後2時ごろ 前日の午後5時ごろと当日の午前5時ごろ

熱中症特別警戒アラート 熱中症警戒アラート

運用期間 ４月第４水曜日（４月24日）～10月第４水曜日（10月23日）

気温が特に著しく高くなることにより、
熱中症による重大な健康被害が生じる恐
れがある場合
過去に例のない広域的な危険な暑さを想定
　・熱中症予防行動の徹底
　・高齢者や乳幼児等の熱中症にかかり
　　やすい人への声掛け
　・運動、外出、イベント等は原則中止
　　か延期を検討

れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
４
月
24
日
か
ら
「
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
」
を
も
う
一
段
引
き
上
げ

た
「
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
の

運
用
が
開
始
。
広
域
的
に
過
去
に
例
の

な
い
危
険
な
暑
さ
に
な
る
と
予
測
さ
れ

る
と
き
、
前
日
午
後
２
時
に
発
表
さ
れ

ま
す
。
市
は
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▽
地

域
情
報
ア
プ
リ
▽
あ
や
べ
ー
る
▽
地
域

メ
ル
マ
ガ
▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
▽
防
災
行
政
無

線―

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

体
調
管
理
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
を

　
市
は
、
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト

が
発
令
さ
れ
た
際
の
避
難
・
休
憩
で
き

る
涼
し
い
場
所
と
し
て
、
公
共
施
設
を

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
指
定
。
場

所
は
▽
市
役
所
地
下
▽
図
書
館
（
青
野

町
）▽
資
料
館
（
里
町
）―

な
ど
で
す
。

ま
た
市
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

と
し
て
利
用
で
き
る
民
間
施
設
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
記
事
Ｉ
Ｄ
４
６
１
８
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

※暑さ指数（WBGT）とは、気温だけ
　でなく湿度や周辺の熱環境を取り入れ
　た指標。QRコードから確認できます
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旧
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
を
通
行
止
め

　
市
は
現
在
、
並
松
町
の
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
跡
地
で
新
都
市
公
園
の
整
備
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
工
事
区
域
の
周
辺

は
例
年
、
露
店
の
出
店
や
花
火
の
観
覧

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
来
場
者
の

安
全
を
守
り
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
一

部
の
区
域
を
通
行
止
め
に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
一
部
の
駐
車
場
が
有

料
に
な
る
予
定
で
す
。
通
行
規
制
や
駐

車
場
、
露
店
の
場
所
な
ど
は
、
ま
つ
り

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

花
火
４
０
０
０
発
が
盛
夏
を
彩
る

　
ま
つ
り
は
午
後
４
時
「
あ
や
べ
良
さ

来
い
」
で
開
幕
し
ま
す
。
会
場
は
、
西

町
三
丁
目
の
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
）
駐
車
場
。

今
回
は
、
会
場
中
央
に
演
舞
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
し
ま
す
。

　
午
後
７
時
30
分
に
な
る
と
「
万
灯
流

し
」
が
ス
タ
ー
ト
。
灯
籠
の
明
か
り
が

由
良
川
の
川
面
を
照
ら
し
、
幻
想
的
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
す
。
花
火
の
打
ち

上
げ
は
午
後
８
時
か
ら
。
約
４
０
０
０

発
が
盛
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
会
議
所
内
）☎（
42
）０
７
０
１
へ
。

写真提供　市観光協会

　府北部の夏の風物詩「あやべ水無月まつり」
（同実行委員会主催）が７月27日に開催されま
す。今回、会場の一部変更や通行規制を実施。
混雑を避け、会場から少し離れた場所で花火
を見るなど、ご協力をお願いします。

昨年は子どもたちも熱気あふれる演技を披露

万灯流しのボランティアを募集中。詳しくは事務局へ

あやべ水無月まつりHP

７月２７日
(土)

あやべ水無月まつり
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こ
れ
は
戦
国
時
代
の
名
将
、
武
田
信

玄
の
言
葉
で
、
多
く
の
武
将
が
堅
牢
な

城
を
築
く
中
、「
立
派
な
城
を
築
く
よ

り
も
、
人
を
大
切
に
し
よ
う
」
と
い
う

教
訓
で
あ
る
。
実
際
に
信
玄
は
大
き
な

城
を
構
え
る
こ
と
な
く
、
一
重
の
堀
だ

け
の
小
さ
な
館
に
居
を
据
え
た
。
強
い

武
士
を
育
て
戦
う
集
団
を
作
る
こ
と
の

方
が
重
要
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

松
下
電
器
産
業
（
現
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）

創
業
者
の
〝
経
営
の
神
様
〞
松
下
幸
之

助
翁
も
「
事
業
は
人
な
り
」
と
い
う
言

葉
を
好
ん
で
使
っ
て
い
る
。

石
垣
は
様
々
な
大
き
さ
、
形
の
石
を

上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

が
、
事
業
も
同
様
で
戦
略
を
描
く
頭
脳

集
団
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
実
行
す
る

者
、
日
々
の
業
務
を
愚
直
に
行
う
者
な

ど
縁
の
下
の
力
持
ち
も
必
要
。
適
材
適

所
に
人
を
配
置
し
て
は
じ
め
て
強
い
組

織
と
な
る
。
第
一
線
を
退
い
た
リ
ー

172

ダ
ー
が
、
そ
の
後
に
大
学
で
教
鞭
を

と
っ
た
り
、〇
〇
塾
と
称
し
て
勉
強
会

を
開
い
た
り
し
て
人
材
育
成
に
励
ん
で

い
る
例
は
数
多
く
仄
聞
す
る
。
な
か
に

は
専
門
の
学
校
を
設
立
し
た
り
、
冠
の

付
い
た
講
座
を
託
し
た
り
す
る
経
営
者

も
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
リ
ー
ダ
ー
が
〝
人
〞
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
住
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
基
本
と
す
る
市
役
所
業
務
も
、
大

半
は
〝
人
〞
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ

し
て
未
曾
有
の
人
口
減
や
少
子
高
齢
化

が
進
展
す
る
今
後
、
従
来
の
業
務
に
加

え
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
立
ち
向
か
え

る
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
。
教
科
書

的
な
知
識
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
の

特
性
や
歴
史
を
踏
ま
え
た
上
で
「
ふ
る

さ
と
愛
」
を
も
っ
て
〝
綾
部
ス
タ
イ
ル
〞

の
政
策
を
立
案
で
き
る
人
材
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
職
員
数
を
増
や

す
こ
と
も
難
し
い
状
況
で
は
少
数
精
鋭

で
臨
ま
ざ
る
を
得
な
い
中
で
、
本
市
は

３
年
前
か
ら
中
堅
職
員
を
対
象
に
「
政

策
形
成
研
修
」
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

こ
で
生
ま
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
い
く
つ
か

は
既
に
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。
成

功
体
験
が
挑
戦
へ
の
一
番
の
動
機
づ
け

に
な
る
と
の
思
い
か
ら
だ
。
さ
て
、

今
年
の
成
果
物
に
も
大
い
に
期
待
し

た
い
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

人
は
城
、人
は
石
垣
、人
は
堀

そ
く
ぶ
ん

べ
ん

や
か
た

す

　令和６年度国民健康保険（国保）の保険料率が決定しま
した。国保の準備基金（貯金）が少なくなったため、12
年ぶりに保険料率を見直します。
　国保とは、安心して医療を受けるための加入者の互助制
度です。近年は、高齢化、医療技術の高度化により１人当
たりの医療費は増加。一方で加入者が減り基金を取り崩し
て収入を補填しながら、11年連続で保険料率を据え置い
てきました。その結果、基金残高は大きく減少。安定的に
国保運営を図るためには、一定の基金を確保する必要があ
るため、加入者の皆さんに負担を求めざるを得ない状況と
なっています。
　現在の医療費水準に見合う保険料にするには、今後も引
き上げが必要になります。物価高騰などの社会情勢を踏ま
え、加入者の皆さんの急激な負担増にならないよう、段階
的に毎年保険料を見直す予定です。市は今後も、歳出削減
や保険料の収納率向上による歳入確保に努めます。一方、
健康づくりは医療費の削減にもつながります。国保では、
特定健診や特定保健指導などを実施中。年に一度は必ず健
診を受けるなど、健康管理の意識を高めましょう。

国保料率が決定

所得割

均等割

平等割

賦課限度額

令和
６年度

医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

7.79%

25,800円

17,100円

65万円

2.74%

13,000円

6,500円

17万円

3.13%

10,400円

6,800円

24万円

所得割

均等割

平等割

賦課限度額

令和
５年度

医療
給付費分

後期高齢者
支援金分

介護
納付金分

7.10%

20,400円

14,500円

65万円

3.04%

10,500円

5,400円

17万円

2.69%

7,700円

5,500円

22万円

7

※定員70人。抽選のため
７月７日（日）までに申し
　込み必要。

720

図書館ほんでほんで通信mini図書館ほんでほんで通信mini

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

胸の前で両手を軽くすぼめ

前方斜め下に下ろしながら開く

今
月
の
手
話

新
し
い

つながろう

手話
で

シ
リ
ー
ズ

人
権
を
考
え
る

男
だ
か
ら
、
女
だ
か
ら
!?

固
定
概
念
を
見
直
そ
う

本
年
４
月
に
「
困
難
な
問
題
を
抱
え

る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

や
性
被
害
、
貧
困
等
の
多
様
な
困
難
を

抱
え
る
女
性
を
、
福
祉
の
増
進
や
人
権

擁
護
の
観
点
か
ら
支
援
す
る
も
の
で
す
。

困
難
の
背
景
に
は
、
男
女
間
の
経
済

力
の
差
や
「
男
性
は
外
で
仕
事
、
女
性

は
家
庭
で
家
事
や
育
児
」
の
よ
う
な
、

性
別
を
理
由
に
役
割
を
分
け
る
の
が
当

た
り
前
と
い
っ
た
考
え
方
が
根
底
に
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
が
平
等

な
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
こ
う
し
た
意

識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
は
「
男
女

共
同
参
画
週
間
」
で
す
。「
男
だ
か
ら
、

女
だ
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
選
択
肢
を

狭
め
る
こ
と
な
く
「
誰
も
が
ど
れ
も
選

べ
る
社
会
」
に
向
か
っ
て
、
固
定
観
念

を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

男
女
共
同
参
画
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎

（
42
）２
０
３
０
へ
。

☆2024☆

「だるまちゃんと
　　　てんぐちゃん」など
（綾部市図書館人形劇団☆ほんでほんで）

＝人形劇＝

＜問い合わせ＞ 図書館☎(42)6980 F(42)4570

☆☆ 綾部市図書館なつのつどい

(土)
午前11時～
２階会議室

時間
場所

＝工作教室＝

午前10時～午後４時
１階ものづくりコーナー
※先着100人（なくなり次第終了）

「ペットボトルで鳥かごを作ろう！」
時間
場所

あいセンターでは、女性相談、男性
相談を実施しています。一人で悩ま
ず、ご相談ください。
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月の子育て行事

相談・教室など

育児相談

助産師相談

ぷくぷくひろば 

産後ママのリフレッシュケア

行 事 名 対　象 日　時

生後４カ月～就学前の乳幼児とその保護者   

妊婦、産後のママ（里帰り中も可）、その家族   

妊婦、生後６カ月までの乳児と産婦、その家族

おおむね生後１～６カ月までの乳児と産婦

７月2日(火)午前

７月3、10、17、24、31日(水)9:00～正午

７月６日(土)９:30～正午
（前後する場合があります）

７月26日(金)10:00～14:30

7

にこにこひろば（物部児童館） ☎(49)1195　F(45)8825

ガラス瓶で作ろうジェル芳香剤     

７月お誕生会＆おたのしみ      
未就学の子と保護者

７月１日(月)

７月８日(月)

時 間 予約
★

日 程対 象イベント

★は要予約

のびのびひろば（宮代児童センター） ☎(42)9845 F(45)8825

ペープサート

ボールあそび
未就学の子と保護者 10:30～正午

10:30～正午

７月４日(木)

７月11日(木)

時 間 予約日 程対 象イベント

子育てねっと

あやっこひろば（あやテラス内） ☎(45)6377　F(45)8825

おやこde体操（リズム体操）

CoCoひろば（水遊び）

CoCoぷらす講座（ミュージックケア）

２歳～２年生の子と保護者（15組）

未就学の子と保護者   

０～３歳の子と保護者   

７月６、20日(土)

７月10日(水)

７月12日(金)

時 間 予約日 程対 象イベント

みにみにひろば（なかすじ児童センター） ☎(44)1022 F(45)8825

七夕かざりつくり
おえかきの日
６、７月のおたんじょう会
みずあそびor自由あそび

未就学の子と保護者

７月２日(火)
７月９日(火)
７月16日(火)
７月23､30日(火)

時 間 予約

★

日 程対 象イベント

10:30～正午

＜申し込み・問い合わせ＞
　こども支援課  ☎(42)0020  F(42)5488  　 kodomoshien@city.ayabe.lg.jp

※場所は、産後ママのリフレッシュケアはあやべ温泉二王館（睦寄町）。その他は、保健福祉センター（青野町）

10:30～11:00

10:30～11:30

★

★

9

あやちゃん健康だより

ご協力ください！
７月27日は
　 みなつき献血

６月は食育月間
塩分取り過ぎて
　　 いませんか？

＜問い合わせ＞
　保健推進課
　☎(42)0111 F(42)5488

＜問い合わせ＞
　こども支援課
　　☎(42)0020
　　F(42)5488

【詳しくはこちら】

【予診票の発行は
　　 こちらから】

子宮頸がん予防ワクチンの接種を
検討している人とそのご家族へ
頸頸
けい

　血液は人工的に造ったり、長期間保存し
たりすることができません。病気やけがの
治療に必要な血液をいつでも十分に確保し
ておくためには、絶えず献血が必要です。
しかし、献血協力者は年々減少しています。
尊い命を救うために、皆さんのご協力をお
願いします。

　成人の食塩の目標摂取量は、一日当たり
男性が７.５㌘、女性が６.５㌘未満です。塩
分は、みそ汁などの汁物のほか、漬物やハ
ムなどの加工食品にも含まれています。

　野菜に含まれるカリウムは、ナトリウム（食
塩）を体外に出す作用があります。毎日の
献立に、ぜひ取り入れてみてください。

日 時  ７月27日(土)午前９時30分～11時30分
　　   　　　　　 午後０時45分～３時30分
場 所  保健福祉センター（青野町）
※400ml献血限定
※骨髄ドナー登録の受け付け

美味しく減塩するコツ
・〝だし〞をきかせて〝うまみ〞を活用
 ・みそ汁は具沢山にして汁を少なめに
 ・ネギやショウガなどの香味野菜を料理の
　 アクセントに
 ・減塩調味料、減塩食品を使用する

食卓にプラス一品！野菜を食べよう

みなつき献血

　子宮頸がんを予防する、HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチン
の定期接種が無料で受けられるのは、中学１年生から高校１年生相当
（16歳になる年度）の３月31日までです。
　また、定期接種を逃した人（平成９～19年度生まれ）を対象とし
た特例措置「キャッチアップ接種」は令和７年３月31日で終了します。
接種は合計２回または３回で、完了までに約６カ月かかります。ま
だ接種を受けていない人は、９月までに第１回目を受けるようにして
ください。無料期間が終わると、接種には最大約10万円の費用がか
かります。

ありがとう袋プレゼント



を
見
つ
け
る
た
め
、
専
門
の
調
査

業
者
に
委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
市
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
を
携
行
し
た
専
門
の
調
査

業
者
が
、
各
戸
の
量
水
器
ま
で
の

敷
地
内
調
査
や
交
通
量
の
減
る
夜

間
に
道
路
下
調
査
な
ど
を
行
い
ま

す
。
見
つ
か
っ
た
漏
水
箇
所
は
、

直
ち
に
修
理
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
下
旬
ま
で
。
内
容
／

路
面
・
戸
別
音
聴
調
査
。
範
囲
／

延
町
・
大
島
町
・
中
筋
町
・
岡
安

町
・
下
八
田
町
・
小
西
町
・
鍛
治

屋
町
・
小
畑
町
。

問
上
水
道
課
☎（
42
）１
８
１
５

F（
42
）１
８
１
７

青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ
ム

市
青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

は
、
青
少
年
す
こ
や
か
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
６
日（
土
）13
時
30
分

〜
15
時
15
分
。
場
所
／
あ
や
テ
ラ

ス
・
ホ
ー
ル
（
青
野
町
）。
演
題

／
「
子
ど
も
が
す
こ
や
か
に
育
つ

大
人
の
か
か
わ
り
方―

自
己
肯
定

感
を
は
ぐ
く
む
子
育
て
を
通
し
て

―

」。
講
師
／
森
か
ほ
り
さ
ん
。

問
同
協
議
会
（
事
務
局
、
社
会
教

育
課
）☎（
42
）４
３
２
６

に
該
当
す
る
人（
所
得
要
件
あ
り
）。

対
象
者
は
、
保
険
適
用
分
の
医

療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
制
度

を
利
用
す
る
に
は
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
障
害
者
支
援
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
４

F（
42
）８
９
５
３

日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど
を
相
談

し
ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
京
都
府
こ
こ
ろ
の

健
康
推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の

い
る
家
族
が
持
つ
日
ご
ろ
の
悩
み

な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
７
月
16
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ
・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
第
２
会
議
室

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
対
象
／
市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課
☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

上
水
道
の
漏
水
調
査

市
は
、
上
水
道
管
か
ら
の
漏
水

で
で
き
る
か
不
安
▽
よ
く
分
か
ら

な
い
ま
ま
高
額
の
契
約
を
結
び
そ

う
に
な
っ
た
▽
判
断
能
力
が
低
下

し
た
と
き
に
必
要
な
支
援
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い―

な
ど
の

相
談
に
乗
り
ま
す
。

業
務
内
容
／
成
年
後
見
制
度
の
周

知
・
啓
発
、
制
度
の
利
用
に
つ
い

て
の
相
談
の
受
け
付
け
、
申
立
者

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
後
見
人
か
ら

の
相
談
対
応
。
開
設
日
時
／
月
〜

金
曜
日
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

（
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
）。

問
同
課
☎（
42
）４
２
６
２

F（
42
）０
０
４
８

　
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

精
神
障
害
が
あ
る
人
の
医
療

費
が
軽
減
さ
れ
ま
す

令
和
６
年
８
月
診
療
分
か
ら
、

福
祉
医
療
と
重
度
心
身
障
害
老
人

健
康
管
理
事
業
の
助
成
対
象
者
を

拡
大
し
ま
す
。

新
た
に
助
成
対
象
に
な
る
人
／
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

で
▽
１
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る

▽
再
認
定
時
に
１
級
か
ら
２
級
に

な
っ
た
（
次
回
更
新
時
ま
で
）▽

２
級
か
つ
身
体
や
知
的
に
一
定
以

上
の
障
害
が
あ
る―

の
い
ず
れ
か

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

く
ら
し
の
資
金

市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯

を
対
象
に
、
暮
ら
し
に
必
要
な
資

金
を
無
利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し

し
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の

借
入
金
が
未
返
済
の
世
帯
に
は
、

新
た
に
貸
し
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。

申
し
込
み
／
７
月
８
日（
月
）〜
22

日（
月
）に
社
会
福
祉
課
生
活
保
護

担
当
へ
。
貸
付
予
定
日
／
８
月
５

日（
月
）。
返
済
／
貸
付
日
か
ら
２

年
以
内
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

綾
部
市
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー

「
こ
う
け
ん
・
あ
や
べ
」
を
開
設

認
知
症
や
物
忘
れ
の
あ
る
高
齢

者
や
障
害
の
あ
る
人
が
、
住
み
慣

れ
た
ま
ち
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
成
年
後
見
制
度
の
活
用

を
支
援
す
る
「
綾
部
市
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
『
こ
う
け
ん
・
あ

や
べ
』」
を
、
地
域
包
括
支
援
課

と
市
社
会
福
祉
協
議
会（
川
糸
町
）

に
開
設
し
ま
し
た
。
お
金
の
管
理

や
年
金
の
受
け
取
り
な
ど
が
一
人

10

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

出
張
が
ん
個
別
相
談

府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
は
、
が
ん
に
関
わ
る
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時
／
７
月
18
日（
木
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
府
中
丹
東

保
健
所
（
舞
鶴
市
）。
相
談
員
／

保
健
師
か
看
護
師
。
相
談
料
／
無

料
。
申
し
込
み
／
前
日
の
16
時
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
そ
の
他
／

月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
正
午
と
13

時
〜
16
時
、
電
話
か
対
面
で
の
相

談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０（
０
７
８
）３
９
４

海
の
京
都
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ

ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
展
示
飛
行

ｉ
ｎ
天
橋
立
実
行
委
員
会
は
、
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
や

海
の
京
都
エ
リ
ア
の
魅
力
を
発
信

す
る
「
日
本
三
景
『
天
橋
立
』
海

の
京
都
に
ぎ
わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
／
７
月
21
日（
日
）10
時
〜
15

時
。
場
所
／
島
崎
公
園
（
宮
津

市
）、
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

（
与
謝
野
町
）
ほ
か
。
注
意
事
項

／
会
場
周
辺
は
か
な
り
の
渋
滞
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
公
共
交
通
機
関

性
別
、
国
籍
を
問
い
ま
せ
ん
。
応

募
規
格
等
／
令
和
３
年
８
月
以
降

に
撮
影
し
た
も
の
。
作
品
の
周
囲

に
、余
白
か
余
黒
を
設
け
る
こ
と
。

サ
イ
ズ
は
四
ツ
切
（
ワ
イ
ド
可
）

か
Ａ
４
。
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
出
力

可
、
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
自
由
。

単
写
真
に
限
る
（
合
成
写
真
不

可
）。
複
数
応
募
可
。
応
募
方
法

／
７
月
１
日（
月
）〜
９
月
30
日

（
月
）ま
で
に
、
同
協
議
会
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
事
務
局
へ
（
最
終
日

消
印
有
効
）。
応
募
料
／
１
点
１

０
０
０
円
。
２
点
目
以
降
１
点
増

え
る
ご
と
に
５
０
０
円
追
加
。
賞

／
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
賞
金
20
万
円

（
１
人
）。
総
務
大
臣
賞
、
農
林
水

産
大
臣
賞
、
国
土
交
通
大
臣
賞
＝

賞
金
５
万
円
（
各
１
人
）。
特
選

＝
賞
金
１
万
円
（
10
人
）。
審
査
員

／
日
本
写
真
家
協
会
会
員
の
今
森

光
彦
さ
ん
、
大
久
保
勝
利
さ
ん
。

問
同
協
議
会
事
務
局

（
定
住
・
地
域
政
策
課
）

☎（
42
）４
２
７
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

市
消
防
本
部
は
「
甲
種
」
防
火

管
理
者
の
資
格
を
取
得
す
る
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
８
月
22
日（
木
）、
23
日

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
車
で
お
越

し
の
場
合
は
、
駐
車
場
の
事
前
予

約
（
有
料
）
が
必
要
。
詳
し
く
は

専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
同
実
行
委
員
会

☎
０
７
７
２（
45
）１
６
２
５

海
水
浴
を
安
全
に

海
で
泳
ぐ
場
合
は
「
監
視
員
が

い
る
海
水
浴
場
」
で
泳
ぎ
ま
し
ょ

う
。
安
全
に
楽
し
む
た
め
に
▽
天

気
が
悪
い
と
き
は
泳
が
な
い
▽
お

酒
を
飲
ん
だ
ら
泳
が
な
い
▽
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
目
を
離
さ
な
い―

な
ど
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
岸
か
ら

離
れ
る
早
い
流
れ
「
離
岸
流
」
に

流
さ
れ
た
時
は
、
海
岸
と
平
行
に

泳
い
で
脱
出
し
ま
し
ょ
う
。

海
の
事
件
・
事
故
は
「
１
１
８

番
」
へ
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部

☎
０
７
７
３（
76
）４
１
２
０

水
源
の
里
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

全
国
水
源
の
里
連
絡
協
議
会

は
、
水
源
の
里
の
魅
力
が
表
現
さ

れ
た
写
真
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
／
プ
ロ
・
ア
マ
、
年
齢
、

【記事の見方】 ☎＝電話　F＝ファクス
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（
金
）の
２
日
間
。
９
時
〜
16
時
。

場
所
／
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア

リ
ー
ナ
（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町

三
丁
目
）。
テ
キ
ス
ト
代
／
１
５

４
０
円
（
申
し
込
み
時
に
お
支
払

い
く
だ
さ
い
）。
定
員
／
先
着
50

人
。
申
し
込
み
／
７
月
１
日（
月
）

〜
31
日（
水
）に
、
受
講
申
込
書
に

証
明
写
真
（
３×

４
㌢
㍍
）
を
貼

り
同
本
部
へ
。
受
付
時
間
／
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）。

問
同
本
部

☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

６
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
０
２
０
５
人
（
男
１

４
５
０
１
、
女
１
５
７
０
４
）。
世

帯
数
は
１
３
７
８
５
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

４
件
（
建
物
３
件
）
で
す
。

５
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
９
８
㌧（
前
年
同
月
比
７
・

５
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理

す
る
ご
み
は
１
０
２
㌧
（
同
３
・

８
㌫
減
）
で
し
た
。

人
口
・
火
災

募
集

家
庭
ご
み
の
処
理
量



糖
尿
病
教
室

■日
７
月
17
日（
水
）■時
14
時
〜
15
時

■場
市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

先
着
50
人

■申
■問
市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

F（
42
）７
８
７
０

第
２
回
普
通
救
命
講
習

■日
７
月
20
日（
土
）■時
19
時
〜
22
時

■場
消
防
署
（
味
方
町
）

■申
■問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

そ
う
や
な
ぁ
談
義

■日
７
月
22
日（
月
）■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
日
々
（
西
町

二
丁
目
）

※

実
費
必
要

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

生
活
・
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

■日
７
月
23
日（
火
）、24
日（
水
）、26
日

（
金
）、29
日（
月
）、８
月
５
日（
月
）

■時
10
時
〜
15
時

■場
26
日
は
社
会
福
祉
協
議
会
（
川

糸
町
）。
そ
の
他
は
も
の
づ
く
り

交
流
館
（
青
野
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
10
日（
水
）ま
で

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

■日
７
月
30
日（
火
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※
65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
飲
み
物
、
タ
オ
ル
。
テ
ー

マ
は
「
す
っ
き
り
ヨ
ガ
」

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

由
良
川
ア
ユ
網
漁
解
禁
（
専
用

区
除
く
）

■日
７
月
１
日（
月
）■時
６
時
〜

■場
由
良
川

■問
由
良
川
漁
業
協
同
組
合

☎（
22
）２
８
４
４

農
大
マ
ル
シ
ェ

■日
７
月
20
日（
土
）■時
９
時
〜
正
午

■場
府
立
農
業
大
学
校
（
位
田
町
）

■問
同
校
☎（
48
）０
３
２
１

長
〜
い
流
し
そ
う
め
ん
と
カ
ブ

ト
ム
シ
相
撲
大
会

■日
７
月
20
日（
土
）■時
10
時
〜
16
時

■場
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
各
５
０
０
円

■問
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

☎（
47
）０
０
４
０

F（
47
）０
０
８
４

き
ゅ
う
り
封
じ
薬
師
大
祭

■日
７
月
21
日（
日
）

■時
９
時
〜
15
時

■場
宝
住
寺
（
味
方
町
）

■問
宝
住
寺
☎（
42
）１
１
３
９

第
38
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

踊
り
と
ダ
ン
ス
の
祭
典

■日
７
月
21
日（
日
）■時
13
時
〜

■場
舞
鶴
総
合
文
化
会
館
（
舞
鶴
市
）

■問
中
丹
文
化
事
業
団

☎（
42
）７
７
０
５
F（
42
）７
７
８
３

髙
倉
神
社
土
用
の
丑
ま
つ
り

■日
７
月
24
日（
水
）

■時
０
時
〜
宵
宮
祭
、
８
時
〜
本
殿
祭

■場
髙
倉
神
社
（
高
倉
町
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

綾
部
天
満
宮
天
神
ま
つ
り

■日
７
月
24
日（
水
）■時
10
時
〜

■場
綾
部
天
満
宮
（
駅
前
通
り
）

■問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

F（
42
）８
５
１
４

女
性
相
談
（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

■日
７
月
３
、
17
日（
水
）

■時
13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

※

各
日
定
員
３
人
。
１
人
50
分

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
出
張
相
談

■日
７
月
３
、
17
日（
水
）

■時
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

■場
市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※

各
日
定
員
３
人

■申
■問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

北
部
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
巡
回
相
談

■日
７
月
５
日（
金
）■時
10
時
〜
16
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
23
）２
７
７
１

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
就
職
相
談

■日
７
月
９
、
23
日（
火
）

■時
９
時
〜
17
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※
各
日
定
員
７
人

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488
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講
座
・
教
室

相

談

催
し
な
ど

M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ

〈
7
〜
8
月
上
旬
〉

お間違えなく  市立病院☎（43）0123

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

耳
の
こ
と
相
談
（
巡
回
型
）

■日
７
月
９
日（
火
）

■時
13
時
〜
16
時

■場
志
賀
郷
公
民
館
（
志
賀
郷
町
）

■申
■問
社
会
福
祉
協
議
会

☎（
43
）２
８
８
１
F（
43
）２
８
８
２

人
権
相
談

■日
７
月
10
日（
水
）

■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館
（
物

部
町
）、
上
林
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、
上
林
は
２
日
前
ま
で
に
申

し
込
み
必
要

■申
■問
人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

交
通
事
故
相
談

■日
７
月
11
、
25
日（
木
）

■時
９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場
福
知
山
総
合
庁
舎
（
福
知
山
市
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

■日
７
月
11
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

定
員
３
人

■申
■問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
７
８

空
き
家
相
談
会

■日
７
月
11
日（
木
）

■時
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※

空
き
家
所
有
者
等
対
象
。先
着
２
組
。

申
し
込
み
は
７
月
４
日（
木
）ま
で

■申
■問
定
住
・
地
域
政
策
課

☎（
42
）４
２
７
０

調
停
相
談

■日
７
月
17
日（
水
）■時
９
時
〜
正
午

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日
７
月
17
日（
水
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問
税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■日
７
月
18
日（
木
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所
１
階
会
議
室

※

内
容
は
求
職
登
録
や
職
業
紹
介
な
ど

■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

法
律
相
談

■日
７
月
18
日（
木
）■時
13
時
〜
17
時

■場
市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
７
月
11
日（
木
）８
時

30
分
〜
。先
着
10
人
。１
人
20
分

■申
■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日
７
月
19
日（
金
）

■時
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

※

各
時
間
定
員
２
人

■場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問
保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

男
性
の
た
め
の
相
談

■日
７
月
19
日（
金
）

■時
18
時
〜
20
時

■場
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問
あ
い
セ
ン
タ
ー

☎
F（
42
）２
０
３
０

行
政
相
談

■日
７
月
22
日（
月
）■時
13
時
〜
15
時

■場
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日
７
月
24
日（
水
）■時
13
時
〜
15
時

■場
社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

■申
■問
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

F（
43
）２
８
８
２

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日
８
月
６
日（
火
）■時
13
時
〜
16
時

■場
市
役
所

※

申
し
込
み
は
７
月
30
日（
火
）〜

８
月
２
日（
金
）

■申
■問
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日
７
月
７
日（
日
）■時
９
時
〜
17
時

■場
上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日
７
月
７
日（
日
）■時
９
時
〜
18
時

■場
西
町
一
丁
目
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

■日
７
月
４
、
11
、
18
、
25
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届
出
、

各
種
証
明
書
の
発
行

■問
市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５

（
42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

市
税
・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必
要
）

■問
会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

５
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

円
応
教  

青
野
教
会  

青
年
部

１
万
５
千
円

前
田
道
子
（
寺
町
）

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
）

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

１
５
０
件

８
６
３
万
１
千
円

【記事の見方】 ■日＝日程  ■時＝時間  ■場＝場所  ■申＝申し込み必要  ■問＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）
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無
料
開
放

窓
口
延
長
■時
19
時
ま
で
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　下原町の齋神社本殿が、国の重要文化財に
指定されます。指定時期は、早ければ７月ご
ろの見込み。市内の建造物の国宝・重要文化
財では４件目で、37年ぶりの指定となります。
　本殿は、一間社流造で板葺き。禅宗様が取
り入れられていることも特徴の一つです。細
部の技法や意匠から、室町時代中期に建立さ
れたと推定され、丹波地域における中世神社
本殿の遺構として歴史的に重要であることが
評価されました。

齋神社が重要文化財に
いつき

いっけんしゃながれづくり ぶ ぜんしゅうよう

　上林小学校の１年生５人と２年生４人が５月
30日、フキ畑が広がる水源の里・市志（五泉町）
でフキ摘み体験に参加。児童たちは、地域の坂
田宗夫さんの指導を受けながら、次々にフキを
摘み取っていきました。２年生の福井颯仁くん
は「昨年よりも長いフキを摘むことができてよ
かった」と喜んでいました。

いっぱい摘んだよ！

　市役所本庁舎地下にある売店がリニューアル
オープンしました。手作りの弁当や焼き菓子など、
市内の福祉事業所の商品を中心に販売しています。
手続きの待ち時間などに、併設している食堂やフ
リースペースと合わせて気軽にご利用ください。
　来庁者が利用できるのは、いずれも市役所の開
庁日のみ。時間帯は次のとおりです。

 ■フリースペース：午前８時30分～午後５時15分
 ■売店：午前10時～午後５時15分
 ■食堂：午前11時～午後２時ごろ

市役所地下に売店オープン

　豊里中学校の３年生が５月15日、綾部市
が発祥の地とされる「合気道」を体験しま
した。生徒たちは、市合気道協議会から派
遣された６人の講師から受け身や基本技な
どを教わったり、２人１組で互いに技を掛
け合ったりして、合気道の基礎を学びまし
た。西山皐生さん（小畑町）は「初めて合
気道を体験した。技を受けるときに、全身
の力が抜けるような不思議な感覚があって
面白かった」と話しました。
　合気道の学習は、市教育委員会が取り組
む「ふるさと教育」の一環。本年度は同校
を初回に、市内の全６中学校で実施します。

15

　京都府警察音楽隊とカラーガード隊が5月13日、
物部町の何北中学校でコンサートを開催。昨年の
台風７号で大きな被害を受けた物部・志賀郷地域
の復興を後押しするために、綾部警察署物部駐在
所の企画により実現しました。音楽隊の迫力ある
演奏に合わせて、カラーガード隊が華やかな演技
を披露。地域の園児や小・中学生、住民など約350
人が盛んな拍手を送りました。

カラーガード隊の華麗な演技に魅了

中学生が合気道を体験

さつき

新たにコミナス１人迎える
　市は６月３日、地域おこし協力隊（コミュニ
ティナース）に千葉県出身の岩田玲奈さんを任
命。看護師としての知識と経験を生かし、住民
の健康づくりや地域のコミュニティづくりに取
り組みます。任命に当たり、岩田さんは「まず
は対話を重ね、コミュニティナースとして地域
住民の生活の一部になれるように頑張りたい」
と抱負を語りました。
　今回の着任で地域おこし協力隊員は３人に。
市職員の保健師１人との４人体制で、地域に寄
り添った活動を展開します。

れいな
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多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
集
客
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史
な

ど
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す
る
「
グ
ン
ゼ
博
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」▽

市
民
手
作
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「
綾
部
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特

産
品
や
農
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物
の
販
売
、
観
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報
な

ど
を
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供
す
る
「
あ
や
べ
特
産
館
」―

の
３
つ
の
施
設
で
構
成
。
大
型
バ
ス
が

停
車
で
き
る
駐
車
場
も
備
え
て
い
ま
す
。

　オ
ー
プ
ン
し
て
以
降
、
あ
や
べ
特
産

館
の
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
や
、
春
と
秋
の

バ
ラ
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
る
多
彩
な

イ
ベ
ン
ト
を
通
し
、
多
く
の
観
光
客
ら

を
集
め
て
き
ま
し
た
。
昨
年
度
は
市
内

外
か
ら
延
べ
20
万
人
超
が
訪
れ
、
年
間

来
園
者
数
の
過
去
最
多
を
更
新
。
市
民

の
交
流
の
場
や
、
市
の
一
大
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　あやべ特産館オープン10周年を
迎えた５月24日に、来館者数が150
万人を突破し記念セレモニーが行わ
れました。節目の来館者となったの
は、長岡京市から訪れた宮澤保之さ
んと妻の千惠子さん＝写真中央２人。
保之さんは「150万人目となり光栄
に思う。これまでに３～４回来てい
る。バラが素晴らしい場所で、維持
管理されている方々の苦労に敬服す
る」と話しました。

キッチンカーを呼び込むなどして集客を
図っているあやべ特産館

まちなか観光の拠点
あやべグンゼスクエア１０周年あやべグンゼスクエア１０周年

市が平成26年に整備し、市街地観光の中核を担ってきた
「あやべグンゼスクエア」（青野町）。市内外の多くの人に親
しまれ、５月24日にオープン10周年を迎えました。

来館者150万人を突破

あやべグンゼスクエアの歩み

あやべ夢ライト期間中は、綾部バラ園がイ
ルミネーションで彩られる

ドリム グンゼ博物苑は、グンゼ創立100周年を記
念し平成８（1996）年に開苑。同社創業
からの歩みを紹介している

平成26年 5月

平成28年 5月

平成28年11月
平成29年 8月

令和 2年 3月

令和 3年 7月

あやべ特産館開館＝写真。
あやべグンゼスクエアとし
て敷地内の他の施設と一体
的に運営開始

グンゼ創業者、波多野鶴吉
の社宅の一部を敷地内に移
築し「道光庵」として開放

グンゼ博物苑リニューアル

あやべ特産館来館者50万
人達成

綾部バラ園10周年記念事
業として、バラのアーチな
どが新設される

あやべ特産館来館者100万
人達成




